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はじめに　
エジプトやスーダンの近代史研究を行な
う中で今さらのように痛感させられるのは、 「イスラーム世界」とは決して閉じた存在ではないということである。たとえば筆者は過去何年か、一八八二年のイギリスによるエジプト占領後にアフガーニーとムハンマド・アブドゥフによって発行された『固き絆』誌を分析し、その延長線上に、アフガーニーらと直接・間接の交流・影響関係があった世界各地の思想家・革命家の人脈にも関心を持っているが アフガーニー・ネットワーク」とも呼ぶべきこの知的人脈には、 （イギリスの地主階級出身の元外交官・詩人で、オラ ビ 革命に共感した）Ｗ・Ｓ ブラン （一八四〇～一九二二）を媒介項とする形で、ウィリアム・モリスやトルストイ いった人々も連なっている
。
　
帝国主義による世界の一体化の中で、
一九世紀末～二〇世紀初頭 諸地域 々は、 現在我々が想像する以上 規模の接触・邂逅・交流を経験し た。政治経験や思
想が、地域を越えて伝達・共有され、触発し合うという現象が生じ、その過程では「イスラーム世界」の側が一方的にヨーロッパの影響を受けるのではなく 逆に、中東における政治的事件や運動の経験・教訓がヨーロッパに持ち帰られて、社会変革をめざす人々に影響を与えるという局面も存在した。 「帝国主義」 という概念その のが、ある意味では、中東と欧米の知識人たちの共同の知的営為の結果として、 （アフガーニーらに代表される中 の人々による現状認識・把握 あり方をベース ）生み出された、と言うことも きると考えられるのである。　
このような観点から、広い意味の「アフ
ガーニー・ネットワーク」に連なる人々を見る時、Ｗ・Ｓ・ブラント 並んで重要な存在と思われるのが、テオド ル・ロートシュタイン（一八七一～一九五三）という人物である。　
ロートシュタインは日本においてもこれ
まで無名の存在だったわけではなく たとえばイギリス労働運動史研究の分野ではチャーチスト運動研究の古典、 『チャーチ
ズムからレイバリズムへ』 （一九二九）の著者として良く知られている
。他方、中
東研究者の中でも、特にイラン政治史研究者にとっては、ロートシュタ ンの名はソヴィエトの初代イラン公使（一九二一～二二）として耳慣れたものであろう
。し
かしながら、 『チャーチズムからレイバリズムへ』の著者と、ソヴィエト 初代イラン公使とが同一人物であること、また、このロートシュタインという人物がど ような顛末で、 「中東」と「社会主義」の双方に深く関わる人生を歩むことになったのか、はあまり知られていない。以下 は、テオドール・ロートシュタインについて現時点で筆者が知るところを記し、それを通じて、通常は別々の研究対象として捉えられがちな エジプト民族運動、イギリスにおける社会主義運動、そして シア革命後のソヴィエトの外交政策といった問題群を、統一的に視野に収める手がかりを示したい。　
なお、本稿の作成にあたっては、これま
でにロートシュタイン 関し 残されてる断片的情報（それは彼の公刊済み著作に
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テオドール・ロートシュタイン
（一八七一～一九五三）
　　　
に関する覚書
　
―エジプト民族運動・イギリス労働史・ソヴィエト外交―
　
栗田
　
禎子
　
千葉大学文学部教授
付されている解説類、息子アンドリューによる著書、レーニン全集等の中に散在する）を参考にしたほか、特に中東との関係に関しては、Ｗ・Ｓ・ブラントの『日記』 、またウェスト・サセックス文書館およびフィッツウッリアム博物館に保存されているＷ・Ｓ・ブラント文書に依拠
。
一
　
ロシアから来た亡命社会主義者
　
テオドール・ロートシュタインは帝政ロ
シア支配下のウクライナで育ったユダヤ系の社会主義者で、二〇代初めにイギリスに亡命した人物である。　
ブラントは、その『日記』中で、ロー
トシュタインは「キエフで生まれ、オデッサ大学で学んだ」と述べている
が、
『チャーチズムからレイバリズムへ』新版（一九八三）への序文で労働史家
 ジョン・
サヴィルが息子アンドリューの情報も参考にしつつ記しているところでは、一家は元来はリトアニアの出身であり、ウクライナに移ったのはテオドールが二歳の時 っという。　
サヴィルによれば、テオドールはポルタ
ヴァのギムナジウムで学び、当時の多くの学生同様ギリシア・ラテンの古典に親しんで古代史への興味も持ったようだが、一七歳頃に元ナロードニキの知識人が主催する読書サークルに参加したのがき かけで、社会主義への関心を強めていった この時期に触れた文献 は、 （少年時代 レーニ
ンに影響を与えたことで知られる）チェルヌイシェフスキーの著作のほか、 『共産党宣言』や『空想から科学へ』などが含まれていたという。官憲に目をつけられるようになり、一八九一年にドイツ、 いでイギリス 亡命。 五 イギリスの社会主義組織、社会民主同盟（ＳＤＦ）に参加した。ロシア語・ドイツ語・英語、そしてイーディッシュ 堪能であることを活 して、翻訳者として活動する一方、欧米の社会主義系の雑誌・新聞への寄稿者 しても活躍する
。
二
　
エジプト問題とアイルランド人ジャーナリストたち
　
ロートシュタインと中東との関係は、
一九〇七年三月、彼が三六歳の時に、 『エジプシャン・スタンダー ド』 （
E
gyptian 
Standard ）紙のロンドン通信員になったこ
とによって始まった。　『エジプシャン・スタンダード』紙はムスタファー・カーミル率いるエジプト国民党が同年、アラビア語による機関誌『リワー（旗） 』 （
al-L
iw
ā’ ）の姉妹紙として発行
し始めた英字新聞である。エジプトの民族運動は一八八二年のオラービー革命敗北以来、英軍事占領下で圧殺されていたが、一九〇六年六月のいわゆるディンシャワーイ事件をきっかけに、当時、 たな高揚期を迎えていた。このような状況下で 英占領体制の暴虐を国際的に発信し、自由を求
めるエジプト国民の運動を支援する世論を各国で醸成するため、国民党の機関誌をフランス語および英語でも発行するというプランが浮上したのである。ムスタファー・カーミルはブラントと連絡をとり、一九〇六年七月と一二月には渡英して、ブラントに英字紙『エジプシャ ・スタンダード』の編集スタッ を探すことを依頼している
。結果として、編集者としては
ウィリアム・マロニー
　
W
illiam
 M
aloney 、
ついでフレデリック・ライアン
　
F
rederick 
Ryan といったアイルランド人ジャーナリ
ストが選ばれ、彼らは実際にエジプトに赴いて現地での編集作業に携わった。他方、これとは別に、ロンドンで欧州の動向をめぐるニュー を収集し、これをカイロの編集部に送る「通信員」も必要であった。ートシュタインが就いたのはこのポストであった。ブラントの一九〇七年三月一五日付の日記には、 「 『エジプシャン・スタンダード』 ロンドン通信員であるロートシュタインが来た。この新聞もどうやら軌道に乗りそうである」との記事が見ら る
。
また、ブラントとロートシュタインとの間の往復書簡も、 この三月から始まってい 。　
二〇世紀初頭、エジプト民族運動の側が
「国際社会」への働きかけをめざして立ち上げたメディアに、このような形で協力するヨーロッパの知識人・ジャーナリストが存在したということは、それ自体、興味深い事実である。特に注目に値する は アイルランド人ジャーナリストたちの活躍であろう。アフガーニ らによって一八八四
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年に発行された『固き絆』誌上にアイルランド関係の記事が散見されることからも窺われるよう 、イギリスの侵略にさらされたエジプトと、イギリスの「国内植民地」の位置にあったア ルランドとの間の交流・連帯という現象は 既に一八八〇年代から存在し 。一八八二年のエジプト略に対してイギリス国内で抗議 声を上げた人々の中には、Ｗ・Ｓ・ブラント以外では、 （ジョン・ブライトと連なる「自由党ラディカル」の人々と並んで） 、アイルランド民族主義者たちが含まれており 中東への侵略に抗議する運動にアイルランド人が参加するという現象は、イギリスの軍事介入 スーダンへと拡大していく一八八四～八五年にも続いた。また、逆にこのような流れを背景として、国内政治的には元来はむしろ保守的な傾向の持ち主であっ ブラントが、国政参加をめざして立候補に際してアイルランド自治論者として闘い（落選） 、さらにはアイルランドで小作追い立てに抗議する集会に して逮捕・投獄される、といった展開も生じていたである
。以上のような経緯を考えれば、
一九〇六
~
七年にムスタファー・カーミ
ルがブラントの協力のも に『エジプシャン・スタンダード』の編集者を探し 時そのポストが結局アイルランド人によって占められることになった は自然なことであった。　
重要なのは、こうしてエジプト民族運動
の広報の場に身を置く アイルランド人たちが、単に英語での執筆・編集
技術に長けた「お雇い外国人」として与えられた仕事をこなすだけではなく、かなりの関心と情熱を持ってエジプトの政治情勢を観察し、民衆の運動の現場に立ち会った形跡があることである。一九〇八年二月、ムスタファー・カーミルが急逝した際 、カイロの街 埋め尽くした群集を目撃したマロニーがブラントに書き送った手紙には、この葬儀は「参列者の数 悲しみの表わし方の点で、 （アイルランド民族運動のカリスマ的指導者であった）パーネルの葬儀以上」であり、その光景は「占領者たちを呆然とさせ、ショックを与えた」等 観察・分析が見られる
。
三
　
ロートシュタインとエジプト
　
ロートシュタインはアイルランド人ジ
ャーナリストらとは違って、エジプトに渡航して直接現地の民衆と接触する機会には恵まれず、ロンドンに留まって情報を収集・発信することに専念したが、それでも強い関心を持っ エジプト情勢をフォローするよう なった。折りしも刊行されたばかりのブラントの『エジプト占領秘史』（一九〇七）を読んだり、日々ブラントと意見交換する過程でエジプト問題への理解が深まり、同時に両者の間 急速に、強い信頼関係が生まれて行ったようである一九〇八年一月にはロ トシュタインはブラントへの手紙の中で、 （エジプトにおけるイギリスの善政、という） 「クローマー
伝説」を打破するパンフレットを執筆したい、と述べている
。その後ロートシュタ
インと『エジプシャン・スタンダード』との関係は、ムスタファー・カーミルの死後、同紙 発行をめぐるエジプト国民党の方針が定まらず、通信員への給料支払いも滞ったため、断絶したが エジプト問題へのロートシュタイン 心 持続した。ロ トシュタインは一九〇九年春には、エジプト経済の対外従属化 英仏「二重管理」体制の成立から、英軍事占領の開始に至る過程を検証した著書の草稿を書き上げる。出版元探しは難航したが、最終的には同書は、ブラントが序文を書き 出版社 財政上の保証を与えるという形で、一九一〇年秋、『エジプトの破滅』 （
 E
gypt’s R
uin ）　
とい
うタイトルで無事に世に出た
。
　
さて、この時期のロートシュタインのエ
ジプト情勢に対する態度には、試みにブラントのそれと比較してみると、 （おそらくは年齢や経験といった要素も影響して）幾つかの興味深い点が窺われる。たとえば一九〇八年一一月、エジプト民族運動の現状をどう見るべきかをめぐって、両者の間には意見の差が生まれたらしく、ロートシュタインはブラントに以下 ように書き送っている。 「残念な ら私には、貴方の楽観的運命論
　
optim
istic fatalism
 を共有する
ことはできません。…貴方のように、エジプトの希望がいった は潰える を見たあとで、今また蘇るのを目撃した人は、 『何があろうと、長い目でみれば万事はうまく行く』といった見方をしたくなるのかもし
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れません。でもそれは、全く主観的な見方です。私に言わせれば、歴史を作るのは人間以外ではあり得ず、人間たちが自分たちのチャンスを台無しにしたり、つまらぬ内輪もめによって、一年前 は見込みのあった仕事をぶち壊しにした しているのを見ると、私は自分が出て行って彼らの首をへし折りたいような気分になり す。 ． ． ．民族運動の条件はおそらくは熟しているのですが、それが実現するかどうかは人と手段にかかっている です
。 」ここから窺え
るのは、ムスタファー・カーミル死後のエジプト民族運動が再び停滞期に入っていく状況下で、それを認識 つつも あくまで長期的視野から、 「楽観的運命論」の立場に立とうとするブラントと 若さゆえか状況をより鋭く批判的に捉え 行動を急ぎ、焦燥感 抱くロートシュタイ の姿である。逆にブラントの側は同時期に ロートシュタインのことを「悲観的」だと評している
。
　
事実、ペシミスティックなトーンはその
後さらに強まり、翌一九〇九年八月に ロートシュタインは、 『エジプシャン・スタンダ ド』の活動の停滞を嘆き、今後エジプト問題から公式 は手を引く意向 示すとともに、エジプトへの失望と愛着がないまぜになった 以下のようなことば 書記すことと 。 「とはいえ、私はエジプト問題から自分の関心をそらすこと できないでしょうし、今後常に、自分はエジプトの大義のためにほとんど何もできなかったという悔恨 念に苦しめられつづける
ことでしょう
。 」
　
エジプト民族運動の停滞に対する失望感
は、ロートシュタインが時に「東洋」に関し、きわめてオリエンタリスティックな感慨を漏らすことにもつながった。一九〇九年一二月のブラントへの手紙の中で、ロートシュタインはこう記し いる。 「時々以下のように感じることがあります。東洋は、完全に自治の能力を備えては が、やはり まだ、ヨーロッパにおけるすべての自由の基礎である、個人の尊厳 いう感覚を発展させてはいないのではないか、 と。これはおそらく長期にわたる政治的専制の影響であり、後者 それ自体がまた、長く残存した家父長制的な社会生活形態 結果であるわけですが
。 」
　
もっとも、こうしたペシミスティックな
心理状態の背後に、おそらくは、当時のロートシュタインが強いら ていた不安定な生活、経済的苦境という要素があっ ことも忘れてはならないだろう。一八九五年に結婚した妻との間に既に子どもも生まれていたロートシュタインは、生活苦の中 政治活動・文筆活動を続けていた。一九〇九年七月のブラントへの手紙の中で彼は、 「私のような亡命者は、スムーズな経歴を積むことなど、 ほとんど望むこともできません」と半ば自嘲的な調子で記している。また、同じ手紙の中で、もう何年も チャ チスト運動に関する本を（それが「今日の資本主義に対する一大告発であるがゆえに、歴史家たち よって意図的に無視さ てきた」運動であるため）書きたいと思い、資
料も集めているが、実行に移す余裕がないことを嘆いている
。
四
　
帝国主義批判の理論家として
　
ロートシュタインが『エジプシャン・ス
タンダード』通信員を辞め、エジプトとの関係が一段落したのちも、彼 ブラントとの交流は続いた。ブラントの『日記』の特に第二巻（一九〇〇～一九一四）は、ヨーロッパが第一次世界大戦に突き進んでいく時期の国際政治の内幕を描いた史料として重要であるが、 ロートシュタインの名は 『日記』中に情報源としてしばしば挙げられており、ブラントがその情報収集能力・分析力を信頼していたこと 窺われる。ブラントによれば、ロートシュタインは「欧州大陸のほとんどすべての社会主義新聞の通信員を務めているために、ヨーロッパ情勢関するすばらしい知識を持ち」 、 「私 対しては常に率直に語り、彼が私にもたらす情報が誤っていることはなかっ
」 。
　
他方、この時期、イギリスの社会主義運
動においてはロートシュタインは、社会民主同盟（一九〇七年以降、社会民主党。一九一一年以降、英国社会党）の中 あて、ハインドマンの好戦的・愛国主義的傾向を批判し、帝国主義と戦争に反対する論陣を張って、重要な役割を果たした
。同
時にロートシュタ はロシアの社会民主党とも接触を保っており、一九〇二年にはその機関紙『イスクラ』の発行を支援。ま
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た、ロシア社民党のボリシェヴィキとメンシェヴィキへの分裂に際してはボリシェヴィキの側に立ち、一九一二年にはボリシェヴィキの機関紙『プラウダ』 ロンドン通信員となった
。
　
このように見てくると、ロートシュタイ
ンは、当時のヨーロッパの社会主義者の間に存在したジンゴイスティックな傾向を批判し、帝国主義とその帰結としての世界戦争に警鐘を鳴らすという、ある意味ではのちのレーニンの『帝国主義』を先取りするような立場を打ち出していたと言うこ ができる。重要なのは ロートシュタインこのようなスタンスが、彼が一時的にせよ中東にコミットしていたことと決 て無関係ではなかっただろうと う である。当時のヨーロッパの社会主義者 中 、植民地支配 実態や、それに対する現地の民衆の抵抗運動について 具体的に知 チャンスを持っていた人々は意外に少ない。ロートシュタインがエジプトというケー を通じてイギリスの侵略や占領の実態を知っていたこと、エジプト国民党の機関紙 働いた経験を持ち また、ブラントを通じて、間接的ながらアフガーニー ムハンマド・アブドゥフと った人々の思想や活動にも触れていたことは、彼が帝国主義と帝 主義戦争を明確に批判する視座を獲得する上で決定的に重要だった 思われる。　
同時に、おそらくこの頃から、ロートシ
ュタインはロシア社民党内部でも 中東・イスラーム問題の専門家と目される存在となりつつあったと考えら る。イラン立憲
革命中の一九〇九年六月には、ロシア社民党経由で、 「バクーおよびレシトから来た二人のペルシア人民族主義者」がロンドンのロートシュタインのもとを訪れ、ロートシュタインはこの二人をブラントに紹介している
。
五
　
第一次世界大戦とロシア革命、駐イラン公使への道
　
一九一四年夏の第一次大戦勃発後も、ロ
ートシュタインは、 「ジョン・ブライアン（John B
ryan ） 」なる筆名で、戦争批判の論
説を発表し続けた
。また、ロートシュタ
インのボリシェヴィキへの共感はイギリスの官憲の知るところであり、それゆえ彼は戦時中を通じて監視され、国外追放の危険にさらされていた。　
終戦後、ロートシュタインは、革命後の
ロシアへの軍事干渉に抗議する「ロシアから手を引け」運動の で大きな役割を果たした。また、英国共産党の設立（一九二〇年）に向けて、イギリス国内 社会主義諸組織の統合に尽力したが、 一九二〇年八月、ロシアに一時帰国し 際に英外務省に再入国を拒否され、これをもって彼 イギリスでの生活は終わりを告げることになる
。
　
帰国後のロートシュタインは当初、新政
権下での教育改革を推進する 「大学委員会」の委員長となり、モスクワで仕事を開始ていたが、一九二一年一月、ソヴィエトの初代駐ペルシア（イラン）全権代表（公使）
に任命された
。
　
ロートシュタインの息子でイギリスに残
っていたアンドリューによれば、この時ロートシュタインは、自らが起草し、レーニンの認可を受けた 「外交方針 関する指令」をア ドリューのもとに送り、これをブラントの自宅に届け その内容を伝えるよう指示した。既に老境に達していたブラントは病床にあったが、従来の列強の対中東外交と完全に訣別し、民族自決権を尊重するソヴィエト新政権の外交政策に、深い感銘を受けたという
。
　
しかしながら、ロートシュタインが駐イ
ラン公使として展開した外交は、実際 はどのようなものだったのだろうか。注目値する は、彼の在任期間（一九二一年一月末～一九二二年秋）はまさに、ソヴィエトがイラン・ソ連条約（一九二一年二月）の締結により、従来の不平等条約に代わる対等な両国関係の礎を築くと同時に、両国関係の安定という現実主義的考慮のゆえに、 「ギーラーン共和国」に代表される、イラン国内 急進的動きを切り捨てていった時期にあたっている ことである。また、この時期は、一九二一年二月にクーデタを起こしたレザー・ハーンの権力が増大し、のちのパフ ヴィ 朝の成立につながる流れが形成されていく時期であ が、このような動きに、イギリスのみならずソ連も間接的に関わっていたとする見方もる
。
　
現時点では筆者は、ロートシュタインが
この時期のイラン情勢 しどのような意
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見を持ち、政策決定過程においてどの程度イニシアティヴを発揮したのかについて充分な情報を持ち合わせていない で、詳しい検証はまたの機会に譲りた 。ただ、 （既にエジプトの場合にも窺われた）ロートシュタインが「東洋」における革命について考えようとする時に陥りがちだった心理的「癖」ともいうべきもの 、イラン めぐる彼の判断に 影響を与えた可能性はある。黒田卓氏の教示によれば、公使時代のロートシュタインは、イランはアケメネス朝以来の専制の伝統を持ち、その社会は容易に変革され得ない、という見方をしていたという
。
六
	
その後のロートシュタイン
　
一九二二年九月、イギリスでＷ・Ｓ・ブ
ラントが死去した際、ソヴィエトで発行されていた雑誌『新東方』には、ロー シュタインによる追悼文が掲載され 。 「ある東方の擁護者の思い出」と題 この文章の中で、ロートシュタインはブラントを「サイイド・ジャマールッディーン・アル・アフガーニーとムハンマド・アブドゥフの最後の弟子」と位置づけ
。
　
一九二二年秋に駐イラン公使としての職
務を終えたのちのロートシュタインは、外務人民委員部参与に就任（一九二三）す一方で、研究・教育 分野に活動の重点を移した。一九二三年には、それまでにロシア語・独語・英語の雑誌類に発表した諸論
文をまとめて『英国における労働者階級の歴史概説』 し 出版。これがのちにイギリスで英訳され、 チャーチズムからレイバリズムへ』として刊行された
。 『エ
ジプトの破滅』も、 『エジプトの侵略と奴隷化』というタイトルでロシア語訳され、一九二三年にはカイロでアラビ も出版された
。一九三〇年代に、世界経済・
世界政治研究所所長に就任。一九三九年にはソヴィエト科学アカデミーの会員となり、同アカデミー編纂の『世界史』の執筆陣にも名を連ねている。　
ロートシュタインは一九五三年八月に死
去した。高齢で あったが、死の数日前まで歴史学の大学院生の指導にあたっていたというから、現代史や国際政治への関心を持ち続けていたことが窺われる
。当然、
前年（一九五二年） 「七月革命」以降のエジプト政治の展開に関しても何らかの意見・評価を って たと考えられるが、残念ながら、この点に関する情報はない。七．アンドリュー・ロート
シュタインの足跡
　
最後に、ロートシュタインの息子アン
ドリュー（一八九八～一九九四）がやはり、現代史の中で興味深い役割を果たした人物であることに触れておいても良いだろう。テオドールと、やはり帝政ロシアかのユダヤ系の亡命者の家庭出身で「社会民主同盟」のメンバーでもあったアンナとの間に生まれたアンドリューは イギリスで
育った。オクスフォード大学で歴史学を学ぶ学生であり、一九一七～一九年には軍務にも就いたが、父がボリシェヴィキであることが公然化し ため、大学を追われ、その後は政治活動に専念
。一九二〇年、父
と共に共産党の結党に加わって以来、一貫して、イギリス おける共産主義運動の重要な一翼を担った。レーニンの著作のロシア語から英語へ 翻訳、イギリス の出版は、初期にはほ んどアンドリュー・ロートシュタインの手によって行なわれている。彼はまた、ロンドンのマルクス記念図書館（
M
arx M
em
orial L
ibrary ）の創設や、
一九五〇年代に行なわれたマルクスの墓の改葬・整備等にも中心的役割を果たした。『ソヴィエト憲法』 （一九二三） 、 『ソヴィエト社会主義連邦史』 （一九五〇） 、 『平和 存』（一九五五） 、 『ミュンヘン陰謀』 （一九五八）等、国際政治・現代史に関わる多くの著作を残した。また、一九六六年にモスクワ大学近代史学部で行なった講演をもとした『英国外交政策とその批判者たち
　
一八三〇年～一九五〇年』 （一九六 ）においては、父の盟友であったブラントの事績にも触れ、 高い評価を与えている
。 （終）
　　
【注】
（１）栗田禎子「ウィリアム・モリスとスーダン戦争
――ヴィクトリア朝社会における反戦運動の一断面」 『イメージ＆ジェンダー』第五巻、二〇〇五年、三月、九三～一〇二頁。ブラント 関しては、栗田禎子「帝国主義の発見――
Ｗ・Ｓ・
ブラントに見る
オラービー革命とマフディ運動の連関把握」上下、
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頁、同三八八号、一九八二年八月、六〇
~
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（２）たとえば、西川正雄・松村高夫・石原俊時『も
うひとつの選択肢――社会民主主義の苦渋の歴史』平凡社、一九九五年、所収の松村高夫論文「イギリスの社会民主主義」では ロートシュタインによる「レイバリズム」批判が再検討されている。
（３） 加賀谷寛 『イラン現代史』 近藤出版社、 一九七五年、
八二頁。
（４）これらの資料の一部は、二〇〇三年に筆者が科
学研究費「現代イスラーム地域における民衆と宗教運動の総合的比較研究」 （研究代表者：私市正年教授）に基づく海外調査を行なった際に収集された。
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